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▶ 2つの図形があって、一方の図形を形を変えずに拡大または縮小したものと、

　他方の図形が合同であるとき、この 2つの図形は相
そう

似
じ

であるという。

▶相似な図形の性質　

　1 　相似な図形では、対応する線分の長さの比はすべて等しい。

　　　　右の図 1で、△ABC∽△DEF ならば、AB：DE＝BC：EF＝CA：FD

　2 　相似な図形では、対応する角の大きさはそれぞれ等しい。

　　　　右の図 1で、△ABC∽△DEF ならば、∠A＝∠D、∠B＝∠E、∠C＝∠F

▶右の図 2の△ABCと△A′B′C′のように、2つの図形の対応する点がすべ

て点 Oを通る直線上にあり、Oから対応する点までの長さの比がすべて等
しいとき、2つの図形は相似の位置にあるといい、点Oを相似の中心という。
　　　　△ABC∽△A′B′C′　　OA：OA′＝OB：OB′＝OC：OC′

▶相似な 2つの図形で、対応する線分の長さの比を相似比という。

　　　右の図 1の△ABCと△DEFの相似比は、AB：DE＝4：6＝2：3
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　　　　右の図で、四角形 ABCD∽四角形 EFGH であるとき、

次の問いに答えなさい。

⑴　四角形 ABCDと四角形 EFGHの相似比を求めなさい。

⑵　次の辺の長さを求めなさい。

①　辺 AD ②　辺 EF

⑶　∠Cの大きさを求めなさい。
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□

□ □

□

　 　　　右の図で、△ABC∽△DEF であるとき、次の問

いに答えなさい。

⑴　△ABCと△DEFの相似比を求めなさい。

⑵　辺 ABの長さを求めなさい。

  　⑴　辺 ACと辺 DFが対応しているから、相似比は、AC：DF＝14：21＝2：3 　 2：3

⑵　相似な図形では、対応する線分の長さの比は等しいから、AB＝xcm とすると、

　x：9＝2：3、3x＝18、x＝6　　 比例式の性質　a：b＝c：d　ならば　ad＝bc  　 6cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　 
21cm

14cm
A

B C

9cm

D

E F

1例題例題

解き方 答

答

　図形の相似　学習1

BC：FG＝4：6＝2：3
 答 2：3

対応する角の大きさは等しいから、∠C＝∠G＝360°－（85°＋80°＋114°）＝81°
 答 81°

AD＝xcm とすると、
x：4.8＝2：3、3x＝9.6、x＝3.2
したがって、AD＝3.2cm 答 3.2cm

EF＝ycm とすると、
3：y＝2：3、2y＝9、y＝4.5
したがって、EF＝4.5cm 答 4.5cm
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▶ 2つの三角形は、次のどれかが成り立つとき相似である。

�　 �　 �　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　3組の辺の比がすべて等
しい。

　2組の辺の比とその間の
角がそれぞれ等しい。

　2組の角がそれぞれ等しい。

a：a′＝b：b′＝c：c′
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c
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B′ C′
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b′

a：a′＝c：c′、∠B＝∠B′
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B C

c
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A′

B′ C′

c′

a′

∠B＝∠B′、∠C＝∠C′

A

B C

A′

B′ C′

　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図で、相似な三角形の組を見つけ、

記号∽を使って表しなさい。また、そのと

きの相似条件を書きなさい。

⑵　次の図で、相似な三角形を記号∽を使って表しなさい。また、そのときの相似条件を書きなさい。

①　 ②　

2確認確認
問題問題
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　 　　　右の図で、相似な三角形の組を見つけ、記

号∽を使って表しなさい。また、そのときの相似条件

を書きなさい。

  　 AB：QP＝2：3、BC：PR＝4：6＝2：3、

　CA：RQ＝3：4.5＝2：3　←

 　 △ABC∽△QPR　3組の辺の比がすべて等しい。

∠D＝∠N＝65°、∠M＝180°－（65°＋45°）＝70° より、∠E＝∠M＝70°　←

 　 △DEF∽△NMO　2組の角がそれぞれ等しい。

GH：LK＝3：1.5＝2：1、HI：KJ＝4：2＝2：1、∠H＝∠K＝80°　←

 　 △GHI∽△LKJ　2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
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2例題例題

解き方

相似条件1

答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相似条件3

答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相似条件2

答

　三角形の相似条件　学習2

・AB：MO＝BC：ON＝CA：NM＝5：6
　答 △ABC∽△MON
　　 3組の辺の比がすべて等しい。
・EF：SU＝FD：UT＝4：3、∠F＝∠U＝45°
　答 △DEF∽△TSU
　　  2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
・∠R＝180°－（45°＋39°）＝96°＝∠J、∠L＝∠P＝45°
　答 △JKL∽△RQP　2組の角がそれぞれ等しい。

∠Aは共通。
∠ADE＝∠ACB

答  △ADE∽△ACB 
2組の角がそれぞ
れ等しい。

BC：DC＝9：6＝3：2
AC：BC＝13.5：9＝3：2
∠ACB＝∠BCD （共通）
答  △ABC∽△BDC 
2組の辺の比とその間の
角がそれぞれ等しい。

96°

66
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▶縮図をかいて相似な図形の性質を使うと、直接測ることが困難な距離などを求めることができる。

▶三角形の相似条件を使って、いろいろなことがらを証明することができる。

　　　　池をはさんだ 2地点 A、B間の距

離を求めるために、C地点を決めて測定

したら、右の図のようになった。 1
800
の

縮図をかいて、A、B間の距離を求めな

さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （縮図）　　　　　　　　　 

60°
32m 40m

A B

C

4確認確認
問題問題

　　　　右の図のように、2つの線分 AB、CDが点 Eで交わっている。

　AE＝10 cm、BE＝5cm、CE＝14cm、DE＝7cm のとき、

　△AEC∽△BED であることを証明しなさい。

3確認確認
問題問題

14cm

7cm

5cm

10cm
A

B

C

D

E

　 　　　川をはさんだ 2地点 A、B間の距離を求めるために、C地点を決めて

測定したら、右の図のようになった。 1
1000

の縮図をかいて、A、B間の距離を求

めなさい。

 　 1
1000

の縮図をかくと、20m＝2000cm だから、

B′C′＝2000× 1
1000

＝2（cm）

右の縮図より、AB＝2.4×1000＝2400（cm）

　 　 約24m

　　　　　　　　 

CC BB
50°50°

A

20m20m

A4例題例題

　　　　　　　　　 

50°

A′

B′C′

2.4cm

2cm

解き方

答

　 　　　右の図は、∠A＝90°の△ABCの頂点 Aから辺 BCに垂線 AD

をひいたものである。このとき、△ABC∽△DAC であることを証明しな

さい。

　 △ABCと△DAC において

　仮定から　∠BAC＝∠ADC＝90°　……①

　　　　　　∠Cは共通　　　　　　……②

　①、②より、2組の角がそれぞれ等しいから　△ABC∽△DAC

3例題例題 A

B CD
答

　縮図の活用　学習4

　相似の証明　学習3

□

□

A′B′＝4.6cm だから、AB＝4.6×800＝3680（cm）
 答 約36.8m 60°

5cm
4cm

A′ B′

C′

5cm
cm

答  △AECと△BED において　
　仮定から　AE：BE＝10：5＝2：1、CE：DE＝14：7＝2：1
　よって　　AE：BE＝CE：DE　……①
　対頂角は等しいから　∠AEC＝∠BED　……②
　①、②より、2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから　△AEC∽△BED
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1［図形の相似①］　右の図で、△ABC∽△DEF であるとき、次
の問いに答えなさい。
⑴　△ABCと△DEFの相似比を求めなさい。
　

⑵　辺 BCの長さを求めなさい。
　

2［図形の相似②］　右の図は、点 Oを相似の中心として、頂
点 Aに対応する点 Eを OE＝3OA となるようにとったもので
ある。このとき、次の問いに答えなさい。
⑴　同様にして、点 F、G、Hをとり、四角形 ABCDと相似の
位置にある四角形 EFGHをかきなさい。

⑵　辺 ADに対応する辺はどれか答えなさい。
　

⑶　BC＝4 cm のとき、辺 FGの長さを求めなさい。
　

⑷　∠G＝60°のとき、∠Cの大きさを答えなさい。
　

3［三角形の相似条件］　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図で、相似な三角形の組を見つけ、記号∽を使っ
て表しなさい。また、そのときの相似条件を書きなさい。

　

⑵　次の図で、相似な三角形を記号∽を使って表しなさい。また、そのときの相似条件を書きなさい。
　①　 ②　

F

E

D

15cm

13.5cm

12cm

A

CB

18cm 16cm
1例題例題

□
AC：DF＝16：12＝4：3
 答 4：3

□
BC＝xcm とすると、BC：EF＝4：3、x：15＝4：3、3x＝60、x＝20
 答 20cm

F G

H

GF

A

B C

D

E

O

1例題例題

□

□
頂点 Aと頂点 E、頂点 Dと頂点 Hが対応している。 答 辺 EH

□
OE＝3OA より、四角形 EFGHは、四角形 ABCDを 3倍に拡大したものになる。
辺 FGは辺 BCに対応しているから、FG＝3BC＝3×4＝12（cm） 答 12cm

□
∠Cは∠Gに対応しているから、∠C＝∠G＝60° 答 60°

2例題例題

□

70°

70°30°
60°
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答 △ABC∽△OMN
　 2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
　 △DEF∽△RPQ　3組の辺の比がすべて等しい。
　 △JKL∽△TSU　2組の角がそれぞれ等しい。

□

答 △ABC∽△ADB
　  2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。

8cm
A

B C

D
18cm

12cm

□

答 △ABC∽△DBE
　  2組の角がそれぞれ等しい。

B CE

D

55°

55°

A

答
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4［相似の証明］　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図の△ABCで、Dは辺 AB上の点である。AB＝9 cm、AD＝4 cm、
　AC＝6 cm のとき、△ABC∽△ACD であることを証明しなさい。
　

⑵　右の図で、D、Eはそれぞれ ∠A＝90° の直角三角形 ABCの辺 AB、BC上
の点で、DE⊥BC である。このとき、△ABC∽△EBD であることを証明しな
さい。
　

5［縮図の活用］　次の問いに答えなさい。
⑴ 　街灯から10 mはなれた地
点 Pから、街灯の先端 Aを
見上げたら、30°上に見えた。
目の高さを 1.5mとして、縮
図をかいて、街灯の高さを求
めなさい。
　

⑵　右の図のように、身長160cmの生徒の影の長さが96cmのとき、木の影の
長さを測ったら、4.2ｍあった。生徒の身長を AB、生徒の影の長さを BC、
木の影の長さを EFとして、木の高さ DEを求めなさい。

　

3例題例題

□

6cm

4cm9cm
A

B C

D
答 △ABCと△ACDにおいて
　 仮定から　AB：AC＝9：6＝3：2、AC：AD＝6：4＝3：2
　 よって　　AB：AC＝AC：AD　……①
　 また　　　∠Aは共通 ……②
　 ①、②より、2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから
　 　　 △ABC∽△ACD

□ A

B C

D

E
答 △ABCと△EBDにおいて
　 仮定から　∠BAC＝∠BED＝90°　……①
　 また　　　∠Bは共通 ……②
　 ①、②より、2組の角がそれぞれ等しいから
　 　　　　　△ABC∽△EBD

4例題例題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （縮図）

30°

55cm

2.9

cm

2.9cm

〈例〉

□

P
1.5m

30°

A

たとえば、縮尺 1
200の縮図をかくと、

10m＝1000cm→ 5cm　　2.9×200＝580（cm）→ 5.8m　　
よって、5.8＋1.5＝7.3（m） 答 約 7.3m

□

A

B
E F

C

D

96cm
4.2m

160cm

△ABC∽△DEF だから、DE＝xm とすると、
AB：DE＝BC：EF、1.6：x＝0.96：4.2
0.96x＝1.6×4.2、x＝7 答 約 7m
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1 3辺の長さが 9 cm、12 cm、16 cmの三角形がある。この三角形と相似で、2辺の長さが18 cm、24 cmである
ような三角形の残りの辺の長さをすべて求めなさい。

2 右の図の△ABCで、点 D、Eは、それぞれ、辺 AC、BC上の点である。
AD＝3 cm、DC＝7 cm、BE＝9 cm、∠BAC＝∠DECのとき、ECの長さを
求めなさい。

3 右の図は、長方形 ABCDの紙を DFを折り目として、頂点 Aが辺 BC上にくる
ように折り返したもので、Eは頂点 Aが移った点である。このとき、次の問い
に答えなさい。
⑴　△BEFと相似な三角形はどの三角形か答えなさい。
　

⑵　AD＝15 cm、AF＝5 cm、FB＝4 cm のとき、ECの長さを求めなさい。
　

4 右の図のような正三角形 ABCがある。この正三角形の辺 BC上に点 Dをとり、
辺ADを 1辺とする正三角形ADEをつくる。辺ACとDEとの交点を Fとするとき、

△ABD∽△AEF であることを証明しなさい。

5 右の図 1のように、円錐の容器の内側の面にぴったりつくように球を入れた。
この円錐の容器の底面の半径は 4 cm、母線の長さは12 cmで、円錐の容器の
頂点から球の最上部までの長さも12 cmになった。図 2は、そのときのようす
を表している。円錐の容器の厚さは考えないものとして、この球の体積を求め
なさい。
　　　　　　　　　

□

9：18＝1：2、12：24＝1：2より、9cmと18cmの辺、12cmと24cmの辺が対応するとき、相似比は 1：2
12：18＝2：3、16：24＝2：3より、12cmと18cmの辺、16cmと24cmの辺が対応するとき、相似比は 2：3
9：18＝1：2、16：24＝2：3より、9cmと18cmの辺、16cmと24cmの辺が対応するときは相似にはならない。
よって、残りの辺の長さを xcmとすると、16：x＝1：2、x＝32　　9：x＝2：3、x＝13.5
 答 32cm、13.5cm

□
A

B E C

D
3cm

7cm

9cm

　　　　　　　2組の角がそれぞれ等しいので、△ABC∽△EDC
AC：EC＝BC：DC だから、EC＝xcm とすると、
 （3＋7）：x＝（9＋x）：7
 x（9＋x）＝10×7
  x2＋9x－70＝0
（x－5）（x＋14）＝0　x＝5、x＝－14　　x＞0 だから、x＝5 答 5cm

EB

F

A

C

D

□
∠B＝∠C、∠BFE＝∠CED＝90°－∠BEF より、△BEF∽△CDE
 答 △CDE

□
ED＝AD＝15cm、EF＝AF＝5cm　　△BEF∽△CDE より、EC＝xcm とすると、
FB：x＝EF：DE、4：x＝5：15、x＝12 答 12cm

□
A

B

E

F

CD

答 △ABDと△AEFにおいて
　 仮定から ∠ABD＝∠AEF ……①
　 また、∠BAD＝60°－∠DAC、∠EAF＝60°－∠DAC だから
 ∠BAD＝∠EAF ……②
　 ①、②より、2組の角がそれぞれ等しいから

△ABD∽△AEF

□□
4cm

12cm

12
cm

図 1 図 2難

左の図で、2組の角がそれぞれ等しくなるので、
△ABC∽△AOE　　これから、AB：AO＝BC：OE
球の半径を rcmとすると、OE＝OD＝rcm だから、
12：（12－r）＝4：r、12r＝4（12－r）、r＝3

よって、求める球の体積は、 43π×3
3＝36π（cm3） 答 36πcm3

4cm
B

D

A

E
OC

12cm

A

12cmcmcm
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三角形と線分の比
P.139~143教科書5 章  相似な図形
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▶定理 　△ABCにおいて、点 D、Eをそれぞれ辺 AB、AC上、または、

その延長線上の点とするとき、次のことがいえる。

　　　1　DE//BC　ならば　AD：AB＝AE：AC＝DE：BC

　　　2　DE//BC　ならば　AD：DB＝AE：EC

A

D E

CB

　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　次の図で、DE//BCのとき、xの値を求めなさい。

①　 ②　 ③　

⑵　右の図で、AB//EF//CD のとき、次の問いに答えなさい。

①　AE：EDを求めなさい。

②　ED：ADを求めなさい。

③　EFの長さを求めなさい。

1確認確認
問題問題

□

B C

A

20cm

8cmxcm
30cm

ED

□

CB

A

15cm

x cm

18cm
24cm

D E

□ DE

A

B C

14cm

7cm

6 cm

x cm

　　　　　　　　　　　　　　 

E
C

F DB

A

10cm

15cm
□

□

□

　 　　　右の図で、DE//BC のとき、x、yの値を求めなさい。

 　  

1例題例題 A

D
ycm

E

CB

10cm12cm

6cm xcm

15cm

解き方 AD：AB＝DE：BC

 12：18＝x：15

 18x＝180

 x＝10

AD：DB＝AE：EC

 12：6＝10：y

 12y＝60

 y＝5

〈比例式の性質〉
　a：b＝c：d　ならば
 ad＝bc

　 x＝10、y＝5答

　三角形と線分の比⑴　学習1

x：30＝8：20
 20x＝240
 x＝12

 答 x＝12

AE：ED＝AB：CD＝15：10＝3：2
 答 3：2

ED：AD＝2：（3＋2）＝2：5
 答 2：5

EF＝xcm とすると、EF：AB＝ED：AD
x：15＝2：5、x＝6 答 6 cm

15：x＝18：24
 18x＝360
 x＝20
 答 x＝20

x：6＝14：7
 7x＝84
 x＝12 答 x＝12

Sam
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　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図で、線分 DE、EF、FDのうち、△ABCの辺に平行なものはどれか。

また、そのことがいえる理由も説明しなさい。

⑵　右の図の△ABCで、D、E、Fはそれぞれ辺 AB、BC、CA上の点、

Gは AEと DFとの交点である。このとき、FC、DFの長さを求めな

さい。

⑶　右の図で、直線 AP、BQ、CRは点 Oで交わっている。このとき、PR // AC、

QR//BCならば、PQ//ABとなることを次のように証明した。［ ］をうめ

て証明を完成させなさい。

【証明】　△OACで、PR//ACだから

　　　　　OP：OA ＝OR：［ ］OC 　……①

　　　　△OBCで、QR//BCだから

　　　　　OQ：OB＝OR：［ ］OC 　……②

　　　　①、②から

　　　　　OP：OA＝［ ］OQ ：［ ］OB

　　　　したがって　　PQ//AB

2確認確認
問題問題

　　　　　　　　　 A

F

E

B CD

10cm

8cm

12cm
8cm

6cm 9cm

□

　　　　　　　　　　　　　 

9cm

16cm
12cm

12cm

20cm

A

35cm
B CE

F
G

D

□

　　　　　　　　　　 

C

BA

P Q

R

O□

▶定理 　△ABCにおいて、点 D、Eをそれぞれ辺 AB、AC上、または、

その延長線上の点とするとき、次のことがいえる。

　　　1　AD：AB＝AE：AC ならば　DE//BC

　　　2　AD：DB＝AE：EC ならば　DE//BC

A

D E

CB

　 　　　右の図の△ABCで、D、Eはそれぞれ辺 AB、AC上の点である。

xの値を求めなさい。

 　AD：AB＝12：30＝2：5、AE：AC＝8：20＝2：5 より、

AD：AB＝AE：AC だから、DE//BC　　よって、DE：BC＝AD：AB

x：25＝2：5、5x＝50、x＝10 　 x＝10

　　　　　　　　　　 8cm12cm

25cm

30cm
20cmxcm

A

B C

ED

2例題例題

解き方

答

　三角形と線分の比⑵　学習2

AF：FB＝5：4、CD：DB＝3：2、CE：EA＝3：2
三角形と線分の比より、CD：DB＝CE：EA だから、DE//BA

 答 線分 DE、理由…CD：DB＝CE：EA＝3：2 だから、DE//BA

AD：DB＝AG：GE＝4：3 だから、DG//BE　　よって、DF//BC
FC＝xcm、DF＝ycm とすると、20：x＝4：3、4x＝60、x＝15
y：35＝4：（4＋3）、7y＝140、y＝20

 答 FC＝15cm、DF＝20cm

Gycmycm xcmxcmSam
ple
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1［三角形と線分の比⑴①］　次の図で、DE // BCのとき、x、yの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

⑶　 ⑷　

2［三角形と線分の比⑴②］　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図で、AB、EF、CD が平行で、AB＝25 cm、EF＝15 cm、BD＝55 cm 

のとき、次の問いに答えなさい。
　①　FDの長さを求めなさい。　
　　

　②　CDの長さを求めなさい。　
　　

⑵　右の図の四角形 ABCDは、AD // BCの台形である。辺 AB、DC上にそれ
ぞれ点 E、Fを EF // BCとなるようにとる。また、Gは、ACと EFとの交
点である。このとき、GFの長さを求めなさい。
　

3［三角形と線分の比⑵］　右の図で、三角錐 ABCDの 4辺 AB、AC、DB、DCを
それぞれ 3：2に分ける点を P、Q、R、Sとするとき、次の問いに答えなさい。

⑴　BC＝15cm のとき、PQの長さを求めなさい。
　

⑵　四角形 PQSRはどんな四角形になるか答えなさい。
　

1例題例題

□ A

ED

CB

8cm

10cm

12cm15cm
xcm

y

□ DE

A

CB

15cm

10cm

9.6cm

8cm

xcm

ycm

□ C

BA D

E

15cm

16cm
12cm

20cm

xcm

ycm

□

27cm

45cm

16cm

20cm
ycm

xcm

A

B

C E

D

1例題例題

E

C

DFB

A
□ FD＝xcm とする。

AB//EF だから、FD：BD＝EF：AB＝15：25＝3：5
x：55＝3：5、x＝33 答 33cm

□ CD＝ycm とする。
EF//CD だから、EF：CD＝BF：BD＝（55－33）：55＝2：5

15：y＝2：5、y＝752  答 752 cm

□

CB

DA

FE
G

15cm

10cm

20cm

GF＝xcm とする。AG：GC＝AE：EB＝3：2、
GF：AD＝GC：AC＝2：（3＋2）＝2：5、
x：20＝2：5、x＝8 答 8 cm

R
S

Q

P

DB

C

A

2例題例題

□

△ABCで、AP：PB＝AQ：QC＝3：2 だから、

PQ//BC、PQ＝ 35 BC　…①　　PQ＝ 35×15＝9（cm） 答 9cm

□

△DBCで、DR：RB＝DS：SC＝3：2 だから、RS//BC、RS＝ 35 BC　…②

①、②より、PQ//RS、PQ＝RS　　1組の対辺が平行で、その長さが等しいから、平行四辺形になる。
 答 平行四辺形

10：15＝x：12、
15x＝120、x＝8
10：15＝8：y、
10y＝120、y＝12
 答 x＝8、y＝12

15：x＝12：20、
12x＝300、x＝25
12：20＝y：16、
20y＝192、y＝9.6
 答 x＝25、y＝9.6

15：8＝x：9.6、
8x＝144、x＝18
15：8＝y：10
8y＝150、y＝18.75
 答 x＝18、y＝18.75
20：16＝5：4
5：（5＋4）＝x：27、
9x＝135、x＝15
5：4＝（45－y）：y、
4（45－y）＝5y、
180－4y＝5y、y＝20

 答 x＝15、y＝20

Sam
ple



応 用 問 題

○文／数学 3年 121

1 右の図の□ABCDで、対角線 ACと BDとの交点を O、辺 BCを 1：2に分け
る点を E、ACと DEとの交点を Fとする。このとき、次の問いに答えなさい。
⑴　DF：FEを求めなさい。
　

⑵　OF：ACを求めなさい。
　

2 右の図の□ABCDで、AB // EF、Gは EFと BDとの交点である。 
AB＝6 cm、AD＝9 cm、BF＝3 cm のとき、EGの長さを求めなさい。

3 右の図の△ABCで、辺 ABの中点をM、辺 BCを 2：1に分ける点を Dとし、
ADと CMとの交点を Eとする。AD＝24 cm のとき、AEの長さを求めなさい。

4 右の図のように、AB＝BC＝12cm、∠B＝90°の直角二等辺三角形 ABCがあり、辺
AC上に AD：DC＝1：2となるように点 Dをとる。辺 AB上を動く点 Pと辺 BC上
を動く点 Qがあり、つねに AP＝BQとなるとき、次の問いに答えなさい。
⑴　AP＝3cmのとき、△APDと△DQCの面積をそれぞれ求めなさい。
　

⑵　△DPQの面積が34cm2となるとき、APの長さを求めなさい。
　

A D

B CE

F

O□
AD//BC だから、DF：FE＝AD：EC＝BC：EC＝（1＋2）：2＝3：2
 答 3：2

□

AF：FC＝AD：EC＝3：2 より、FC＝ 2
3＋2AC＝ 25 AC で、OC＝ 12 AC だから、

OF＝ 12 AC－ 25 AC＝ 110AC　　よって、OF：AC＝ 110AC：AC＝1：10 答 1：10

□
　　　　　　　　　　　　　　 

G

FB C

A DE

AE＝BF＝3cm　EG＝xcm とする。EG：AB＝DE：DA、
x：6＝（9－3）：9、x＝4

 答 4 cm

□
A

DB

M

E

C

F
Dから CMに平行な直線 DFをひく。
△BCMで、CM//DF だから、FB：MF＝DB：CD＝2：1、MB：MF＝3：1
AM＝MB だから、AM：MF＝3：1
△AFDで、AE：ED＝AM：MF＝3：1、AE：AD＝3：4
AE＝xcm とすると、x：24＝3：4、x＝18 答 18cm

Q CB

D

A

P
H

I

難

□
D から AB、BCにそれぞれ垂線 DH、DIをひく。　　DH：CB＝AD：AC、
DH：12＝1：3、DH＝4（cm）　　DI：AB＝CD：CA、DI：12＝2：3、DI＝8（cm）

よって、△APD＝ 12×3×4＝6（cm2）　　△DQC＝ 12×（12－3）×8＝36（cm2）

 答 △APD…6cm2、△DQC…36cm2

□

△DPQ＝△DPB＋△DBQ－△PBQ　　AP＝BQ＝x cm とすると、
1
2×（12－x）×4＋

1
2×x×8－

1
2×（12－x）×x＝34　　式を整理して、x

2－8x－20＝0

（x＋2）（x－10）＝0　　0＜x＜12　だから、x＝10 答 10cm

Sam
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平行線と線分の比、中点連結定理
P.144~147教科書5 章  相似な図形

17
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▶定理 　いくつかの平行線に 2直線が交わるとき、2直線は平行線によって

　　　等しい比に分けられる。

　　　　p：q＝p′：q′

　　　　　　　　　　 
p′

q′

p

q

　 　　　右の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。

  　直線 a、b、cが平行だから

 9：12＝x：8、12x＝72、x＝6
 　 x＝6

　　　　　　　　　　 

8cm

9cm

12cm

xcm

a

b

c

1例題例題

解き方

答

　平行線と線分の比　学習1

　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　次の図で、直線 a、b、c、dが平行であるとき、x、yの値を求めなさい。

①　 ②　

③　 ④　

⑤　 ⑥　

1確認確認
問題問題

□ 　　　　　　　　　　 
3cm 3.6cm

6cm

a

b

c

xcm

□ 　　　　　　　　　　 a

b

c

6cm

9cm 7.5cm

xcm

□ 　　　　　　　　　　 

4cm 3.6cm

10cm xcm

a

b
c

□ 　　　　　　　　　　 

8cm

12cm

10cm

xcm

a

b

c

□ 　　　　　　　　　　　　　 
4cm

9cm

15cm10cm

ycm

xcm
b

a

c

d

□ 　　　　　　　　　　　 
18cm

10cmycm

xcm

35cm42cm

b

a

c
d

 答 x＝7.2

3：6＝3.6：x
 3x＝21.6
 x＝7.2

10：4＝x：3.6
 4x＝36
 x＝9

 4：10＝x：15
 10x＝60
 x＝6

6：9＝x：7.5
 9x＝45
 x＝5

x：10＝12：8
 8x＝120
 x＝15

18：42＝3：7
 x：35＝3：7
 7x＝105
 x＝15
 18：y＝15：10
 15y＝180
 y＝12

 答 x＝9

 答 x＝6、y＝6

 答 x＝5

 答 x＝15

 答 x＝15、y＝12

10：y＝15：9
 15y＝90
 y＝6
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▶△ABCにおいて、∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとするとき、

　AB：AC＝BD：DC

　　　　　　　　　 

D

A

B C

　　　　次の図の△ABCで、∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとするとき、xの値を求めなさい。

⑴　 ⑵　
2確認確認

問題問題

□ 　　　　　　　　　　 

25cm20cm

8cm xcmD

A

B C

□ 　　　　　　　　　　 

16cm

15cm9cm

xcm
D

A

B C

⑵　右の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。

⑶　次の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。

①　 ②　

　　　　　　 　　　　　 

B E

C F

DAa

b

c
15cm

xcm4cm

6cm

10cm□

□ 　　　　　　　　　　 

18cm

xcm
9cm

8cm6cm

A

B

D

E

FC

a

b

c

□ 　　　　　　　　　　 

12cm
15cm

12cm

xcm

6cm
A

B

D

E

FC

a

b

c

　 　　　右の図の△ABCで、∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとする

とき、xの値を求めなさい。

  　∠BAD＝∠CAD だから、AB：AC＝BD：DC より、

 12：16＝x：8、16x＝96、x＝6

 　 x＝6

　　　　　　　　　　 

8cm

16cm12cm

xcm D

A

B C

2例題例題

解き方

答

　角の二等分線と線分の比　学習2

∠BAD＝∠CAD だから、
AB：AC＝BD：DC
 20：25＝8：x
 20x＝200
 x＝10

DC＝16－x（cm）
9：15＝x：（16－x）
 9（16－x）＝15x
 144－9x＝15x
 －24x＝－144
 x＝6

点 Aを通り、直線 DFに平行な直線をひく。
b//c より、6：（6＋9）＝（x－8）：（18－8）
 15（x－8）＝6×10
 x－8＝4
 x＝12
 答 x＝12

 答 x＝10  答 x＝6

点 Aを通り、直線 DFに平行な直線をひく。
b//c より、6：（6＋12）＝（15－12）：（x－12）
 6（x－12）＝18×3
 x－12＝9
 x＝21
 答 x＝21

点 Aを通り、直線 DFに平行な直線をひく。
b//c より、4：（4＋6）＝（x－10）：（15－10）
 10（x－10）＝20
 x－10＝2
 x＝12
 答 x＝12

5cm

10cm

10cm5cm

10cm

10cm

18cm

x
8cm

8cm

8cm

8cm

x

12cm

12cm

12cm

12cm
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　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図の△ABCで、D、E、Fはそれぞれ辺 AB、BC、CAの中点である。

AB＝15cm、BC＝12cm のとき、次の問いに答えなさい。

①　CA＝9 cm のとき、△DEFの周の長さを求めなさい。

②　∠ADF＝45° のとき、∠BEFの大きさを求めなさい。

⑵　右の図の四角形 ABCDで、辺 AD、BCの中点をそれぞれ P、Qとし、対

角線 AC、BDの中点をそれぞれ R、Sとするとき、次の問いに答えなさい。

①　四角形 PSQRはどんな四角形になるか答えなさい。

②　AB＝DC のとき、四角形 PSQRはどんな四角形になるか答えなさい。

3確認確認
問題問題

　　　　　　　　　　 

12cm

15cm

A

B CE

FD□

□

　　　　　　　　　　 P
D

A

Q CB

RS□

□

▶定理 　三角形の 2辺の中点を結ぶ線分は、残りの辺に平行で、長さはその半

分である。

　　　 ならば
MN//BC

MN＝ 12 BC 

�
�

�
�

�

AM＝MB

AN＝NC

�
�

�
�

�

　　　　　　　　　 

M N

A

B C

　 　　　右の図の△ABCで、M、Nはそれぞれ辺 AB、ACの中点である。

このとき、次の問いに答えなさい。

⑴　BCの長さを求めなさい。

⑵　∠ANMの大きさを求めなさい。

 　⑴　中点連結定理より、MN＝ 1
2

BC だから、BC＝2MN＝2×7＝14（cm） 　 14cm

⑵　△ABCで、∠ACB＝180°－（55°＋40°）＝85°

　中点連結定理より、MN//BC だから、∠ANM＝∠ACB＝85° 　 85°

　　　　　　　　　 

55°

40°

7cm
M N

A

B C

3例題例題

解き方 答

同位角は等しい。 答

　中点連結定理　学習3

中点連結定理より、DE＝ 12 CA、EF＝ 12 AB、FD＝ 12 BC

よって、△DEFの周の長さは、
1
2（AB＋BC＋CA）＝ 12×（15＋12＋9）＝18（cm） 答 18cm

△ABC、△ABDで、中点連結定理より、RQ//AB、RQ＝ 12 AB

PS//AB、PS＝ 12 AB　　よって、RQ//PS、RQ＝PS

1組の対辺が平行で、その長さが等しいから、四角形 PSQRは平行四辺形である。
 答 平行四辺形

中点連結定理より、DF//BC、FE//AB だから、
∠BEF＝180°－∠FEC＝180°－∠ABC＝180°－∠ADF＝180°－45°＝135°
 答 135°

△BDC、△ADCで、中点連結定理より、SQ＝ 12 DC、PR＝ 12 DC
また、①より、　RQ＝ 12 AB、PS＝ 12 AB だから
AB＝DC より、PS＝SQ＝RQ＝PR
4つの辺がすべて等しいから、四角形 PSQRはひし形である。 答 ひし形

Sam
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1［平行線と線分の比①］　次の図で、直線 a、b、c、dが平行であるとき、x、yの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

⑶　 ⑷　

2［平行線と線分の比②］　次の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

3［角の二等分線と線分の比①］　右の図の△ABCで、∠Aの二等分線と辺 BCと
の交点を Dとする。△ABCの周の長さが13.5 cm、BC＝4.5 cm、DC＝2cm のとき、
x、yの値を求めなさい。

4［角の二等分線と線分の比②］　右の図で、Dは△ABCの∠A の二等分線と辺 BC

との交点、Eは直線 ADと Bから ACに平行にひいた直線との交点である。このと
き、AB：AC＝BD：DCとなることを証明しなさい。

1例題例題

□ 9cm

10cm

12cm

8cm

xcm

a

b

c
ycm

□ a

b

c

12cm

9.6cm

15cm20cm
xcm ycm

□ a

b

c

d

9cm

20cm

12cm

10cm

xcm

ycm

12cm

□ a
b

c

d

6cm5cm

8cm

18cm xcm

ycm

1例題例題

□
9cm

12cm

8cm

29cm

xcm

a

b

c

9cm

cm
9cm

9cm20cm

9cm

20cm

□ a

b

c
5cm

3cm

2cm

xcm

2cm

3cm
1cm

3cm

2cm

2cm 3cm

2cm

2cm

□
A

CDB
4.5cm

xcm ycm

2cm

2例題例題

周の長さから、x＋y＋4.5＝13.5、x＋y＝9 ……①
ADは∠Aの二等分線だから、
　　　　　　　x：y＝（4.5－2）：2、2x＝2.5y、4x－5y＝0 ……②
①、②を連立方程式として解いて、①×4－②より、9y＝36、y＝4
y＝4 を①に代入して、x＋4＝9、x＝5 答 x＝5、y＝4

□
A

E

CDB

2例題例題

答 AC//BEだから　∠DAC＝∠DEB ……①
仮定から　∠BAD＝∠DAC ……②
①、②より　∠DEB＝∠BAD
2 つの角が等しいから、△BAE は二等辺三角形になる。
よって　BA＝BE ……③
AC//BEだから　BE：CA＝BD：DC ……④
③、④より　AB：AC＝BD：DC

 10：x＝8：12
 x＝15
 9：y＝8：12

 y＝272
 答 x＝15、y＝272

 9.6：x＝12：20
 x＝16
 y：15＝32：20
 y＝24
 答 x＝16、y＝24

 12：x＝10：12

 x＝725
 9：y＝10：32

 y＝1445

 5：x＝6：18
 x＝15
 6：y＝5：8

 y＝485
 答 x＝15、y＝485

 答 x＝725 、y＝
144
5

 （x－9）：（29－9）＝8：（8＋12）
 20（x－9）＝160
 x－9＝8
 x＝17 答 x＝17

 2：（2＋x）＝（3－2）：（5－2）
 2＋x＝6
 x＝4
 答 x＝4Sam
ple
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5［角の二等分線と線分の比③］　右の図の△ABCで、D、Eはそれぞれ辺 BC、 
AC上の点で、∠BAD＝∠CAD、ED // AB である。このとき、次の問いに答えな
さい。
⑴　BD＝3cmのとき、辺 BCの長さを求めなさい。
　

⑵　ED：AB を求めなさい。
　

6［中点連結定理①］　次の図で、四角形 ABCDは、AD // BC の台形で、辺 ABの中点を Eとし、Eから辺 BC

に平行な直線をひき、辺 CDとの交点を Fとする。このとき、xの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

7［中点連結定理②］　右の図の△ABCで、辺 ABの中点をM、辺 BCを 3等
分する点を D、Eとし、AEと CMとの交点を Fとする。AE＝18 cmのとき、
次の問いに答えなさい。
　⑴　MDの長さを求めなさい。

　⑵　AFの長さを求めなさい。

８［中点連結定理③］　右の図で、四角形 ABCDの辺 AD、BC、対角線 BDの中点を
それぞれ P、Q、Rとする。AB＝CD のとき、△PRQは二等辺三角形であることを
証明しなさい。

6cm

E 12cm

D

A

B C

2例題例題

□

△ABCで、ADは∠Aの二等分線だから、
BD：DC＝AB：AC＝6：12＝1：2
BD：BC＝1：（1＋2）＝1：3
3：BC＝1：3、BC＝9 答 9cm

□
ED//AB だから、ED：AB＝DC：BC＝2：（1＋2）＝2：3
 答 2：3

3例題例題

□

P

DA

E F

CB

18cm

24cm

xcm

□

Q P

DA

E F

CB

6.5cm

28cm

xcm

CEDB

F

M

A

18cm3例題例題

□

△ABEで、中点連結定理より、MD＝ 12 AE＝ 12×18＝9（cm）

 答 9cm

□

MD//AE より、△CMDで、FE＝ 12MD＝ 12×9＝
9
2（cm）

よって、AF＝18－ 92＝
27
2（cm） 答 272 cm

□ A

R

P D

CB Q

3例題例題

答 △ABDで、AP＝PD、BR＝RD だから、

　 中点連結定理より PR＝ 12 AB　……①

　 △BCDにおいても同様にして　QR＝ 12 CD　……②

　 仮定から AB＝CD　 ……③
　 ①、②、③から PR＝QR
　 したがって、2辺が等しいから、△PRQは二等辺三角形である。

同様に、△DBCで、x＝2PF＝2×（24－9）＝30
 答 x＝30

AD//EP、AE＝EB
だから、DP＝PB
中点連結定理より、

EP＝ 12 AD＝9（cm）

同様に、△ABDで、x＝2EQ＝2×（14－6.5）＝15
 答 x＝15

EP//BC、AE＝EB  
だから、AP＝PC
中点連結定理より、

EP＝ 12 BC＝14（cm）

Sam
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1 次の図で、直線 a、b、c、dが平行であるとき、x、y、zの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

2 次の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　

3 右の図で、ADは△ABCの∠Aの二等分線である。AB＝20cm、DC＝6cm のとき、 

△ABDの面積を求めなさい。

4 右の図の△ABCで、D、Eはそれぞれ辺 AB、BCの中点、Fは辺 BC

上の点で、∠BAF＝∠BCA、Gは AFと DEとの交点である。 
AB＝3 cm、BC＝9 cm のとき、次の問いに答えなさい。
⑴　FEの長さを求めなさい。
　

⑵　GEの長さは DGの長さの何倍か求めなさい。
　

□

d

a

b

c

6.6cm ycm

xcm

5.4cm

2.7cm
4.4cm

□
7cm

9cm

10cm ycm

xcm zcm

25cm 15cm

b
a

c

d

□

4cm

15cm

6cm

9cmxcm

b

a

c

66cmcm

66cmcm

□

xcmxcm

xcmxcm
30cm

20cm

xcm
b

a

c

20cm

10cm

□
A

B CD

20cm

6cm

△ABCで、ADは∠Aの二等分線だから、
AB：AC＝BD：DC
 20：AC＝BD：6
 AC×BD＝120

△ABD＝ 12×BD×AC＝ 12×120＝60（cm2） 答 60cm2

A

D

E

G

B C
F

□
∠ABC＝∠FBA、∠BCA＝∠BAF より、△ABC∽△FBA となるから、FB＝xcm とすると、

AB：FB＝CB：AB、3：x＝9：3、x＝1　　また、BE＝ 92 cm　　よって、FE＝ 92－1＝
7
2（cm） 答  72 cm

□

△ABCで、中点連結定理より、DE//AC、DE＝ 12 AC

△AFCで、GE：AC＝FE：FC＝ 72：（9－1）＝7：16、GE＝ 716AC

よって、DG＝DE－GE＝ 12 AC－ 716AC＝ 116AC となるから、 716AC÷ 116AC＝7（倍） 答 7倍

2直線の交点を
通り、直線 aに
平行な直線 dを
ひく。

 25：x＝15：9
 15x＝225
 x＝15

a//b//d// c より、5.4：x＝6.6：4.4＝3：2、
3x＝10.8、x＝3.6
a//d// c より、y：4.4＝（5.4＋2.7）：3.6＝9：4
4y＝39.6、y＝9.9
 答 x＝3.6、y＝9.9

7：z＝6：9
 6z＝63
 z＝10.5

 答 x＝15、y＝6、z＝10.5

10：25＝y：15
 25y＝150
 y＝6

b// c より、
4：x＝（9－6）：（15－6）
 3x＝36
 x＝12 答 x＝12

b// c より、
10：（10＋20）＝（20－x）：（30－x）、
10（30－x）＝30（20－x）、30－x＝60－3x、
2x＝30、x＝15 答 x＝15

Sam
ple



P.149~155教科書5 章  相似な図形

18 相似な図形の面積比と体積比
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▶相似な図形の面積比は、相似比の 2乗に等しい。

　　　相似比が m：n ならば、面積比は m2：n2

　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　相似な 2つの図形 A、Bがあって、Aと Bの相似比は 4：5である。Bの面積が100 cm2のとき、Aの

面積を求めなさい。

⑵　相似な 2つの図形 P、Qがあって、周の長さは Pが36 cm、Qが30 cmである。Pの面積が72 cm2の

とき、Qの面積を求めなさい。

⑶　右の図で、線分 DE、FGは辺 BCに平行で、AD：DF＝3：2、

　AD＝FB とするとき、次の問いに答えなさい。

①　△ADEの周の長さが15cmのとき、△AFGの周の長さを求めなさい。

②　△ADEの面積が18cm2のとき、四角形 DFGE、四角形 FBCGの面積をそれぞれ求めなさい。

1確認確認
問題問題

□

□

　　　　　　　　　　 A

B C

F G

D E
□

□

　 　　　相似な 2つの図形 P、Qがあり、その相似比は 2：3 である。

⑴　Pの周の長さが30 cmのとき、Qの周の長さを求めなさい。

⑵　Qの面積が54 cm2のとき、Pの面積を求めなさい。

  　⑴　周の長さの比は相似比に等しい。

　Qの周の長さを xcmとすると、30：x＝2：3、2x＝90、x＝45 　 45cm

⑵　Pの面積を ycm2とすると、y：54＝22：32、y：54＝4：9、9y＝216、y＝24 　 24cm2

　　　　　　　　　　　　　　 P Q1例題例題

解き方

周の長さの比 相似比
答

面積比 相似比の 2乗
答

　相似な図形の面積比　学習1

Aの面積を xcm2とすると、x：100＝42：52、x：100＝16：25、25x＝1600、x＝64
 答 64cm2

Pと Qの相似比は、36：30＝6：5　　Qの面積を xcm2とすると、72：x＝62：52、
72：x＝36：25、36x＝1800、x＝50 答 50cm2

△ADE∽△AFG で、相似比は、3：（3＋2）＝3：5
△AFGの周の長さを xcmとすると、15：x＝3：5、3x＝75、x＝25

 答 25cm

△ADE：△AFG＝32：52 だから、18：△AFG＝32：52、9△AFG＝450、△AFG＝50（cm2）
よって、四角形 DFGEの面積は、50－18＝32（cm2）
△AFG：△ABC＝52：（3＋2＋3）2＝52：82 だから、50：△ABC＝52：82、25△ABC＝3200、
△ABC＝128（cm2）
よって、四角形 FBCGの面積は、128－50＝78（cm2）

 答 四角形 DFGE…32cm2、四角形 FBCG…78cm2

③

③

② D

F

Sam
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▶1　相似な立体の表面積の比は、相似比の 2乗に等しい。

　　　相似比が m：n ならば、表面積の比は m2：n2

　2　相似な立体の体積比は、相似比の 3乗に等しい。

　　　相似比が m：n ならば、体積比は m3：n3

　　　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図のように、相似な 2つの四角柱 P、Qがあって、Pと Qの相似比は

4：3である。このとき、次の問いに答えなさい。

①　Qの表面積が135cm2のとき、Pの表面積を求めなさい。

②　Pの体積が192cm3のとき、Qの体積を求めなさい。

⑵　相似な 2つの円柱 A、Bがあって、底面の半径は Aが 6 cm、Bが 9 cmで

ある。このとき、次の問いに答えなさい。

①　Aの表面積が240πcm2のとき、Bの表面積を求めなさい。

②　Bの体積が432πcm3のとき、Aの体積を求めなさい。

2確認確認
問題問題

　　　　　　　　　　 四角柱 P 四角柱 Q

□

□

　　　　　　　　　　 

6cm 9cm

円柱 A 円柱 B

□

□

　 　　　相似な 2つの三角錐 P、Qがあり、その相似比は 4：5 である。

⑴　Qの表面積が50cm2のとき、Pの表面積を求めなさい。

⑵　Pの体積が128cm3のとき、Qの体積を求めなさい。

  　⑴　Pの表面積を xcm2とすると、x：50＝42：52、x：50＝16：25、

　25x＝800、x＝32 　 32cm2

⑵　Qの体積を ycm3とすると、128：y＝43：53、128：y＝64：125、64y＝16000、y＝250

 　 250cm3 

　　　　　　　　　 三角錐Q三角錐P2例題例題

解き方
表面積の比 相似比の 2乗 答

体積比 相似比の 3乗 答

　相似な立体の表面積の比と体積比　学習2

Pの表面積を xcm2とすると、x：135＝42：32、x：135＝16：9、
9x＝2160、x＝240
 答 240cm2

相似比は、6：9＝2：3　　Bの表面積を xcm2とすると、
240π：x＝22：32、240π：x＝4：9、4x＝2160π、x＝540π

 答 540πcm2

Qの体積を ycm3とすると、
192：y＝43：33、192：y＝64：27、64y＝5184、y＝81
 答 81cm3

Aの体積を ycm3とすると、
y：432π＝23：33、y：432π＝8：27、27y＝3456π、y＝128π

 答 128πcm3

Sam
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1［相似な図形の面積比①］　次の問いに答えなさい。
⑴　相似な 2つの円 P、Qがあって、Pと Qの相似比は 3：4である。Pの面積が54πcm2のとき、Qの面積を
求めなさい。
　

⑵　相似な 2つの四角形 A、Bがあり、周の長さは、Aが70 cm、Bが112 cmである。Aの面積が275 cm2のとき、
Bの面積を求めなさい。

　

⑶　相似な 2つの△ABC、△DEFがあり、辺 ABと対応する辺 DEの長さの比は 3：8である。△ABCの面積が
36cm2のとき、△DEFの面積を求めなさい。

　

2［相似な図形の面積比②］　右の図の△ABCで、DE//BC、DF // ACとする。△ADE 

の面積が36 cm2で、AD：DB＝3：4 のとき、次の問いに答えなさい。
⑴　△DBFの面積を求めなさい。
　

⑵　四角形 DFCEの面積を求めなさい。
　

3［相似な立体の表面積の比と体積比①］　2つの球 A、Bがあって、Aと Bの半径の比が 2：3のとき、次の問
いに答えなさい。
⑴　Aと Bの表面積の比を求めなさい。
　

⑵　Bの体積が972πcm3のとき、Aの体積を求めなさい。
　

4［相似な立体の表面積の比と体積比②］　右の図のような円錐を、母線 OAを 3等分する
点 B、Cを通り、底面に平行な平面で切って、3つの立体 P、Q、Rに分けるとき、次の
問いに答えなさい。
⑴　立体 Pと立体 Qの側面積の比を求めなさい。
　

⑵　OH＝18 cm、AH＝6 cmとするとき、立体 Rの体積を求めなさい。
　

1例題例題

□

Qの面積を xcm2とすると、54π：x＝32：42、54π：x＝9：16、9x＝864π、x＝96π
 答 96πcm2

□

Aと Bの相似比は、70：112＝5：8　　Bの面積を xcm2とすると、275：x＝52：82、
275：x＝25：64、25x＝17600、x＝704 答 704cm2

□

△ABCと△DEFの相似比は、3：8　　△DEFの面積を xcm2とすると、36：x＝32：82、
36：x＝9：64、9x＝2304、x＝256 答 256cm2

A

D E

B CF

1例題例題

□

△ADE∽△DBFとなる。△DBF＝xcm2 とすると、36：x＝32：42、
36：x＝9：16、9x＝576、x＝64 答 64cm2

□

△ABCの面積を ycm2とすると、36：y＝32：（3＋4）2、36：y＝9：49、9y＝1764、y＝196
よって、四角形 DFCE＝196－（36＋64）＝96（cm2） 答 96cm2

2例題例題

□
球はつねに相似になるから、22：32＝4：9
 答 4：9

□
Aの体積を xcm3とすると、x：972π＝23：33、x：972π＝8：27、27x＝7776π、x＝288π
 答 288πcm3

A H

O

P

B

C

Q

R

2例題例題

□
立体 P、Qの側面積をそれぞれS 1、S 2とすると、S 1：（S 1＋S 2）＝12：22＝1：4
よって、S 1：S 2＝1：（4－1）＝1：3
 答 1：3

□
立体 P、Q、Rの体積をそれぞれV 1、V 2、V 3とすると、（V 1＋V 2）：（V 1＋V 2＋V 3）＝23：33＝8：27

よって、V 3：（V 1＋V 2＋V 3）＝（27－8）：27＝19：27 より、V 3＝（ 1
3π×6

2×18）×1927＝152π
 答 152πcm3
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1 右の図のように、□ABCDの辺 AD上に、AP：PD＝2：3 となるような点 Pをとり、
BAの延長と CPの延長との交点を Eとする。このとき、次の問いに答えなさい。
⑴　EA＝6cm のとき、EBの長さを求めなさい。
　

⑵　△CDPと△EAPの面積比を求めなさい。
　
⑶　△EAPの面積が 8 cm2のとき、□ABCDの面積を求めなさい。
　

2 相似な 2つの角錐 P、Qがあって、底面積は Pが27 cm2、Qが48 cm2である。Pの体積が81 cm3のとき、Q

の体積を求めなさい。

3 右の図の△ABCで、D、Eはそれぞれ辺 AB、AC上の点で、DE // BCである。
DB＝2AD、△PDE＝3 cm2 のとき、次の問いに答えなさい。
⑴　DE：BCを求めなさい。
　
⑵　△DBEの面積を求めなさい。
　

⑶　△ABCの面積を求めなさい。
　

4 右の図のように、大きい正三角形から小さい正三角形を取り除いてできた図形がある。
この図形の面積は、取り除いた正三角形の面積の 3倍であり、この図形の周の長さは
56cmである。取り除いた正三角形の 1辺の長さを求めなさい。

5 右の図のような、EF＝FG＝6 cm、CG＝8 cm の直方体 ABCDEFGHで、P、Qは
それぞれ辺 BC、CDの中点とする。この直方体を四角形 PQHFで切って 2つの立体
に分けたとき、頂点 Cをふくむ方の立体の体積を求めなさい。

A D

E

P

B C

□
AP//BC だから、EA：EB＝AP：BC＝AP：AD＝2：（2＋3）＝2：5
EB＝xcm とすると、6：x＝2：5、2x＝30、x＝15 答 15cm

□

△CDP∽△EAP となるから、△CDP：△EAP＝32：22＝9：4 答 9：4
□

△EAP：△EBC＝EA2：EB2、8：△EBC＝22：52、4△EBC＝200、△EBC＝50（cm2）、四角形 ABCP＝50－8＝42（cm2）
△CDP：8＝9：4、4△CDP＝72、△CDP＝18（cm2）　　よって、□ABCD＝42＋18＝60（cm2） 答 60cm2

□

27：48＝9：16 より、Pと Qの相似比は、 9 ： 16＝3：4 となる。
Qの体積を xcm3とすると、81：x＝33：43、27x＝5184、x＝192 答 192cm3

A

D E

P

B C

□
DE//BC だから、DE：BC＝AD：AB＝1：（1＋2）＝1：3 答 1：3

□
DE//BC だから、EP：PB＝DE：BC＝1：3、△PDE：△DBE＝EP：EB、
3：△DBE＝1：（1＋3）、△DBE＝12（cm2） 答 12cm2

□

△ADE：△DBE＝AD：DB、△ADE：12＝1：2、△ADE＝6（cm2）　　△ADE∽△ABC で、
相似比は、DE：BC＝1：3 だから、6：△ABC＝12：32、△ABC＝54（cm2） 答 54cm2

□

2x

2x2x
x

x

x

x

x

難

小さい正三角形と大きい正三角形の面積の比が、1：（1＋3）＝1：4となることから、
小さい正三角形と大きい正三角形の相似比は、 1 ： 4 ＝1：2 となる。
小さい正三角形の 1 辺の長さを x cmとすると、右の図より、
この図形の周の長さは、（2x－x）＋2x＋2x＋x＋x＝7x（cm）と表される。
よって、7x＝56より、x＝8 答 8cm

□

O

A

D Q

E F

H G

P
B

C

6 cm

6 cm

8 cm
GC、FP、HQを延長して、その交点をOとすると、三角錐OGFH∽三角錐OCPQ
相似比は、GF：CP＝2：1、体積比は、23：13＝8：1
よって、三角錐 OGFHと立体 PCQ－FGHの体積比は、8：（8－1）＝8：7

OC＝CG だから、求める体積は、（ 1
3×
1
2×6×6×16）× 78＝84（cm3）

 答 84cm3
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1 図形の相似、相似の位置と相似比、相似な図形の性質の活用　 

▲

教科書 P.126～ 131

　右の図で、四角形 ABCD∽四角形 EFGH であるとき、次の
問いに答えなさい。
⑴　四角形 ABCDと四角形 EFGHの相似比を求めなさい。
　

⑵　辺 ABの長さを求めなさい。
　

⑶　辺 CDの長さを求めなさい。
　

2 三角形の相似条件　 

▲

教科書 P.132～ 134

　次の図で、相似な三角形の組を見つけ、記号∽を使って表しなさい。また、そのときの相似条件を書きなさい。
□⑴　  □⑵　

□⑶　  □⑷　

3 相似の証明　 

▲

教科書 P.135・136

　右の図の△ABCで、Dは辺 AC上の点である。AB＝12cm、AD＝9cm、
AC＝16cm のとき、△ABC∽△ADB であることを証明しなさい。

A

C D G H

E

F

B

12cm

15cm

9cm

4cm

6cm

□
AD：EH＝4：12＝1：3
 答 1：3

□
AB＝xcm とすると、
AB：EF＝1：3、x：6＝1：3、3x＝6、x＝2 答 2cm

□
CD＝ycm とすると、
CD：GH＝1：3、y：15＝1：3、3y＝15、y＝5 答 5cm

答 △ABC∽△DBE
　  2組の角がそれぞれ等しい。

A

C
D

E

B

65°
65°

答 △ABC∽△AED
　  2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。

A

C

D
E

B

3cm4cm6cm
8cm

答 △ACE∽△BDE
　  2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。

A
C

D

E

B

2.8cm

5.1cm 4.2cm

3.4cm

答 △ABC∽△ADB∽△BDC
　  2組の角がそれぞれ等しい。

A

C

D

B

□

9cm12cm
16cm

A

B

C

D答 △ABCと△ADBにおいて
　 仮定から　AC：AB＝16：12＝4：3、AB：AD＝12：9＝4：3
　 よって　　AC：AB＝AB：AD ……①
　 また　　　∠Aは共通　　　　　　　　　 ……②
　 ①、②より、2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから
　 　　 △ABC∽△ADB

章のまとめ5
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4 三角形と線分の比　 

▲

教科書 P.139～ 143

次の図で、DE // BCのとき、x、yの値を求めなさい。
　⑴　 ⑵　

5 平行線と線分の比　 

▲

教科書 P.144・145

　　次の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。
　⑴　 ⑵　

6 中点連結定理　 

▲

教科書 P.146・147

　次の図で、四角形 ABCDは、AD // BC の台形で、辺 ABの中点を Eとし、Eから辺 BCに平行な直線をひき、
辺 CDとの交点を Fとする。このとき、xの値を求めなさい。
　⑴　 ⑵　

7 相似な図形の面積比　 

▲

教科書 P.149～ 151

　相似な 2つの五角形 P、Qがあって、Pと Qの相似比は 7：2である。Pの面積が147cm2のとき、Qの面積を
求めなさい。

8 相似な立体の表面積の比と体積比　 

▲

教科書 P.152～ 154

　相似な 2つの円錐 A、Bがあって、Aと Bの底面の円の半径の比が 5：4のとき、次の問いに答えなさい。
⑴　Aと Bの表面積の比を求めなさい。
　

⑵　Aの体積が750πcm3のとき、Bの体積を求めなさい。
　

□ A

ED

CB

16cm
24cm

24cm

30cm

xcm

ycm

□ D

E
A

C

B 16cm
24cm

18cm14cm

xcm ycm

□

5.5cm

5.5cm13cm

5cm 5.5cm

8cm

18.5cm

xcm

a

b

c

□
3cm6cm

14cm 3cm

a

b

c

xcm

4cm

17cm

9cm

3cm

□

P

DA

E
F

CB

16cm

24cm

xcm

□

Q P

DA

E F

CB

9cm

12cm

xcm

□

Qの面積を xcm2とすると、147：x＝72：22、147：x＝49：4、49x＝588、x＝12
 答 12cm2

□
52：42＝25：16
 答 25：16

□
Bの体積を xcm3とすると、750π：x＝53：43、750π：x＝125：64、125x＝48000π、x＝384π
 答 384πcm3

16：24＝x：30、
24x＝480、x＝20
16：24＝24：y、
16y＝576、y＝36
 答 x＝20、y＝36

16：24＝18：x、
16x＝432、x＝27
16：24＝14：y、
16y＝336、y＝21
 答 x＝27、y＝21

同様に、△DBCで、PF＝ 12 BC＝12（cm）
x＝8＋12＝20 答 x＝20

AD//EP、
AE＝EBだから、
DP＝PB
中点連結定理より、

EP ＝ 12 AD 

＝8（cm）

 答 x＝30

AD//EQ、AE＝EB  
だから、DQ＝QB
中点連結定理より、

EQ＝ 12 AD＝6（cm）

同様に、△ABCで、
x＝2EP＝2×（9＋6）＝30

（x－5.5）：（18.5－5.5）＝5：（5＋8）、
13（x－5.5）＝65、x－5.5＝5、x＝10.5 答 x＝10.5

x：（x＋4）＝（9－3）：（17－3）、14x＝6（x＋4）、
14x＝6x＋24、8x＝24、x＝3 答 x＝3
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  右の図の△ABCで、AD＝4.5 cm、DB＝8 cm、BC＝10 cm、AC＝8 cm のとき、
次の問いに答えなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　相似な三角形を、記号∽を使って表しなさい。また、そのときの相似条件を
書きなさい。
　

⑵　CDの長さを求めなさい。
　

  次の図で、DE // BCのとき、x、yの値を求めなさい。 〈 6点× 3〉

⑴　 ⑵　

  次の図で、直線 a、b、cが平行であるとき、xの値を求めなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　 ⑵　

  右の図で、∠ABC＝∠ACD、AB＝8cm、BC＝6cm、CA＝4cmのとき、 
BDの長さを求めなさい。 〈 6点〉

　

  右の図で、AB、CD、EFは平行で、AB＝6 cm、CD＝9 cm、BD＝20 cm 

である。このとき、BF、EFの長さを求めなさい。 〈 6点× 2〉

　

1 A

D

B C

8cm

4.5cm

8cm

10cm

□

AB：CB＝12.5：10＝5：4、BC：BD＝10：8＝5：4、∠Bは共通
 答 △ABC∽△CBD、2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。

□
⑴より、△ABC∽△CBD だから、BC：BD＝AC：CD
CD＝xcm とすると、10：8＝8：x、10x＝64、x＝6.4 答 6.4cm

2
□

DE

12 cm

18 cm

x cm

24 cm

27 cm
y cm

A

B C

□

E

D

CA

B

15cm
12cm

8cm

xcm

3
□

x cm

4cm

6cm
12cm

b

a

c

□

5cm

5cm

5cm

5cm

xcm

8cm
7cm

4cm

5cm

b

a

c

4
□

C
B

A

D

△ABC∽△ACDとなるから、AB：AC＝AC：AD、8：4＝4：AD、
AD＝2（cm）　　よって、BD＝8－2＝6（cm）
 答 6cm

5
□

E

F D

A

B

C

6cm

20cm

9cmAB//CD より、DE：EA＝CD：AB＝9：6＝3：2
EF//AB より、DF：BF＝DE：EA＝3：2 だから、

BF＝ 25 BD＝ 25×20＝8（cm）　　

また、EF：AB＝DE：DA＝3：（3＋2）＝3：5 だから、

EF：6＝3：5、5EF＝18、EF＝185（cm） 答 BF…8cm、EF…185 cm

100点
まとめテストまとめテスト

得点
5 章　相似な図形

 答 x＝16、y＝13.5

24：27＝8：9
 x：18＝8：9
 9x＝144
 x＝16
 12：y＝8：9
 8y＝108
 y＝13.5

12：（12＋8）＝x：15
 20x＝180
 x＝9

 答 x＝9

4：6＝（12－x）：x
 4x＝6（12－x）
 4x＝72－6x
 10x＝72
 x＝7.2
 答 x＝7.2

4：（4＋8）＝（7－5）：（x－5）
 4（x－5）＝24
 x－5＝6
 x＝11
 答 x＝11
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  右の図のような AB＝9 cm の△ABCがある。D、Eは辺 BCを 3等分す
る点で、FD // AB となるように、辺 AC上に点 Fをとる。AEと DFとの
交点を Hとするとき、FHの長さを求めなさい。 〈 6点〉

  右の図のように、△ABCの辺 BCの延長上に、∠CBA＝∠CAD となる
点 Dをとる。∠ADCの二等分線が辺 AC、ABと交わる点をそれぞれ E、
Fとする。このとき、次の問いに答えなさい。 〈 7点× 2〉

⑴　△ADF∽△CDE となることを証明しなさい。
　

⑵　AE＝3 cm、EC＝2 cm、CD＝6 cm のとき、BCの長さを求めなさい。
　

  右の図は、正四面体 A、Bの展開図である。展開図の面積がそれぞれ40 cm2、
90 cm2であるとき、正四面体 Aの体積は正四面体 Bの体積の何倍か答えなさい。

 〈 6点〉

  右の図のような円錐形の容器に、水を60 cm3入れたら、容器の 1
3
の深さまで水が入った。

あと何cm3入れたら、水は容器いっぱいになるか答えなさい。 〈 7点〉

  右の図の長方形 ABCDで、Eは辺 ADの中点である。また、Fは辺 AB上の点で、
Gは CEと DFとの交点である。AB＝6cm、AD＝8cm、AF＝4cmのとき、四角形
BCGFの面積を求めなさい。 〈 7点〉

6
□

A

D E

H

B C

F
9cm

AB//FD だから、AB：FD＝BC：DC、9：FD＝3：2、FD＝6（cm）
△ABEで、HD//AB より、AH：HE＝BD：DE＝1：1 だから、

中点連結定理より、HD＝ 12 AB＝ 92（cm）　　よって、FH＝6－ 92＝
3
2（cm） 

答  32 cm

7 A

E
F

CB D
□

△ADFと△CDEにおいて
仮定から　∠ADF＝∠CDE　……①　　∠CBA＝∠CAD　……②
△FBDで、内角と外角の性質から ∠AFD＝∠CDE＋∠CBA　……③
同じように、△AEDで ∠CED＝∠ADF＋∠CAD　……④
①、②、③、④から ∠AFD＝∠CED ……⑤
①、⑤より、2組の角がそれぞれ等しいから
 △ADF∽△CDE

答 

※  ③、④、⑤を次のように
考えてもよい。
　∠FAD＝∠BAC＋∠CAD
　∠ECD＝∠BAC＋∠CBA
　よって、∠FAD＝∠ECD

□
∠ADE＝∠EDC だから、AD：CD＝AE：EC、AD：6＝3：2、AD＝9（cm）

△ABD∽△CAD となるから、BD：AD＝AD：CD、BD：9＝9：6、BD＝272（cm）

よって、BC＝272 －6＝
15
2（cm） 答 152 cm

8
□

Aの展開図 Bの展開図

Aと Bは相似である。展開図から、表面積の比が 40：90＝4：9  
となるから、相似比は、 4 ： 9 ＝2：3 となる。 
よって、体積比は、23：33＝8：27 答  827倍

9
□

水が入っている部分と容器は相似で、相似比は 1：3 より、体積比は 13：33＝1：27
あと xcm3入れるとすると、60：x＝1：（27－1）、x＝1560

 答 1560cm3

□
10

H

A

F

E

G

D

B C

Eから DCに平行な直線 EHをひくと、△DAFで、DH：HF＝DE：EA＝1：1

中点連結定理により、EH＝ 12 AF＝ 12×4＝2（cm）　　よって、EH//DCより、

CG：GE＝CD：EH＝6：2＝3：1　　四角形 BCGF＝台形 BCDF－△CDG

CG：GE＝3：1より、CG：CE＝3：4となるから、△CDG＝ 34△CDE＝ 34×（ 1
2×4×6）＝9（cm2）

また、台形 BCDF＝ 12×（2＋6）×8＝32（cm2）　　よって、四角形 BCGF＝32－9＝23（cm2） 答 23cm2
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1 右の図で、AB、CD、EF、GHはすべて BDに垂直である。AB＝6cm、 
EF＝4cmのとき、次の問いに答えなさい。
⑴　CDの長さを求めなさい。
　

⑵　GHの長さを求めなさい。
　　

2 右の図のように、AD // BC、AD＝3cm、BC＝9cmの台形 ABCDがある。
対角線 DB、ACをそれぞれ 3：1に分ける点を E、Fとするとき、EFの長さ
を求めなさい。
　

3 右の図で、四角形 ABCDは正方形であり、Eは辺 BC上の点で、BE：EC＝1：3で
ある。また、F、Gはそれぞれ DBと AE、ACとの交点である。AB＝10cmのとき、
次の問いに答えなさい。
⑴　FEの長さは AFの長さの何倍か答えなさい。
　

⑵　△AFGの面積を求めなさい。
　　

4 右の図の四角形 ABCD、CEFGは 1辺の長さがそれぞれ 2cm、4cmの正方形で、
3点 B、C、Eは一直線上にある。BFと EGとの交点を H、BDの延長と EG、
FGとの交点をそれぞれ I、Jとする。このとき、次の問いに答えなさい。
⑴　GI：IHを求めなさい。
　

⑵　△FGHの面積は△GIJの面積の何倍か答えなさい。
　　

F

E
A

H

C

G

DB

□
AB//EFだから、AD：ED＝AB：EF＝6：4＝3：2、AE：ED＝（3－2）：2＝1：2
AB//CDだから、AB：CD＝AE：ED、6：CD＝1：2、CD＝12（cm）
 答 12cm

□
EF//CDだから、GF：GC＝EF：CD＝4：12＝1：3
GH//CDだから、GH：CD＝GF：CF、GH：12＝1：（1＋3）、GH＝3（cm） 答 3cm

□

E

A

G

D

B C
F

9 cm

3 cm

FEの延長と辺 ABとの交点を Gとする。
DE：EB＝AF：FC＝3：1で、AD//BCだから、AD//BC//EF

△ABCで、GF：BC＝AF：AC、GF：9＝3：（3＋1）、GF＝274（cm）

△BADで、GE：AD＝BE：BD、GE：3＝1：（1＋3）、GE＝ 34（cm） よって、EF＝274 －
3
4＝6（cm） 答 6cm

A D

B E

F

G

C

□
AD//BCだから、FE：AF＝BE：AD＝BE：BC＝1：（1＋3）＝1：4
 答  14倍

□

BE：BC＝1：4より、△ABE＝ 14△ABC＝ 14×（ 1
2×10×10）＝252（cm2）

AF：FE＝4：1、AF：AE＝4：（4＋1）＝4：5より、△ABF＝ 45△ABE＝ 45×
25
2 ＝10（cm2）

また、△ABG＝102× 14＝25（cm2）　　よって、△AFG＝△ABG－△ABF＝25－10＝15（cm2） 答 15cm2

A

B

D I
H

G J F

C E

□

△GDJ≡△CDBとなるから、GJ＝CB＝2cm　　GF//BEだから、
GI：IE＝GJ：BE＝2：6＝1：3、GH：HE＝GF：BE＝4：6＝2：3

よって、GI＝ 14 GE、GH＝ 25 GE、IH＝ 25 GE－ 14 GE＝ 320GE　　

したがって、GI：IH＝ 14 GE： 320GE＝5：3 答 5：3

□

GF：GJ＝2：1、GH：GI＝（5＋3）：5＝8：5より、△FGH＝2△GHJ＝2× 85△GIJ＝165 △GIJ

 答 165 倍

チャレンジ問題

Sam
ple



○文／数学 3年 137

1 次の問いに答えなさい。
⑴　図で、四角形 ABCDは AD // BCの台形、Eは線分 ACと DBとの交点である。

AD＝6cm、AE＝3 cm、EC＝7cmのとき、BCの長さは何 cmか、求めなさい。 
  〈愛知〉

　　

⑵　右の図で、AB、CD、EFは平行です。AB＝2 cm、CD＝3cmのとき、
EFの長さを求めなさい。 〈埼玉 24〉

　　

2 右の図 1で、四角形 ABCDは、AD // BC、AB＝DC、AD＜BCの台形
である。点 Pは、辺 AB上にある点で、頂点 A、頂点 Bのいずれにも一
致しない。点 Qは、辺 BC上にある点で、頂点 B、頂点 Cのいずれに
も一致しない。頂点 Aと点 Q、頂点 Dと点 Pをそれぞれ結ぶ。次の各
問に答えよ。 〈東京〉
⑴　図 1において、AQ // DC、∠AQC＝110°、∠APD＝a°とするとき、∠ADPの大きさを表す式を、次のア～
エのうちから選び、記号で答えよ。
　ア　（140－a）度　　　　イ　（110－a）度　　　　ウ　（70－a）度　　　　エ　（40－a）度
　

⑵　右の図 2は、図 1において、頂点 Aと頂点 C、頂点 Dと点 Q、点
Pと点 Qをそれぞれ結び、線分 ACと線分 DPとの交点を R、線分
ACと線分 DQとの交点を Sとし、AC // PQの場合を表している。次
の①、②に答えよ。
□①　△ASD∽△CSQであることを証明せよ。
　　　

□②　次の 　  の中の「お」「か」「き」に当てはまる数字をそれぞれ答えよ。
　　　図 2において、AP：PB＝3：1、AD：QC＝2：3のとき、

　　△DRSの面積は、台形 ABCDの面積の
お
かき

倍である。

　　

□ A D

E

B CAD//BCより、△ADE∽△CBE
AD：CB＝AE：CE、6：CB＝3：7、3CB＝42、CB＝14（cm）  答 14cm

□
A

D

E

FB

C

AB//CDより、△ABE∽△DCE　AE：DE＝AB：DC＝2：3
AB//EFより、△DEF∽△DAB　EF：AB＝DE：DA、

EF：2＝3：（3＋2）、5EF＝6、EF＝ 65（cm）  答  65 cm

A D

P

QB C

図 1

□

∠AQB＝180°－110°＝70°　　AD//BCだから、∠DAQ＝∠AQB＝70°　　AQ//DCだから、AB＝AQ　
∠BAQ＝180°－70°×2＝40°　　よって、∠ADP＝180°－（a°＋40°＋70°）＝70°－a°  答 ウ
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図 2

△ASDと△CSQにおいて
対頂角は等しいから　∠ASD＝∠CSQ　……①
AD//BCより、平行線の錯角は等しいから　∠ADS＝∠CQS　……②
①、②より、2組の角がそれぞれ等しいから　△ASD∽△CSQ

答 

△DRSの面積を scm2とする。AC//PQだから、BQ：QC＝BP：PA＝1：3　

△ASD∽△CSQより、DS：QS＝AD：CQ＝2：3　　よって、RS＝ 25 PQ　　AC＝4PQ

RS：AC＝ 25 PQ：4PQ＝1：10　△ADC＝10s（cm2）　　△ABC＝2△ADC＝2×10s＝20s（cm2）　

したがって、台形 ABCD＝10s＋20s＝30s（cm2）  答 お…1、か…3、き…0

思考力 実践力 をのばす問題をのばす問題
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